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10
月
15
日
㈭
、
秋
の
研
修
旅
行
を
実
施
、
会
員
25
名
（
男
15
名
・

女
10
名
）
が
参
加
し
た
。

全
員
が
手
の
除
菌
と
マ
ス
ク
着
用
・
体
温
測
定
に
よ
る
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
っ
て
、
午
前
８
時
30
分
肌
寒
い
が
晴
れ
て
心
地
よ
く
、

常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
た
。

常
盤
養
命
会
は
、研
修
旅
行
を
毎
年
３
回
実
施
し
て
い
る
。
春
・

秋
の
会
員
研
修
旅
行
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
及
び
役
員
合
同
の

研
修
旅
行
で
あ
る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
春
の
研
修

旅
行
は
中
止
し
た
。
今
回
は
紅
葉
の
八
甲
田
と
黒
石
市
落
合
温
泉

「
花
禅
の
庄
」
で
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

見
頃
と
な
っ
た
城
ヶ
倉
大
橋
付
近
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、

八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
に
10
時
に
着
い
た
。

入
口
の
所
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
販
売
し
て
い
た
お
じ
さ
ん
が

「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
山
頂
駅
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
度
で
吹
雪
だ
」
と
の

     

10
月
18
日
㈰
に
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
今
年
度
の
役
員
研
修
会

は
、弘
前
市
を
中
心
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
、多

数
確
認
さ
れ
た
た
め
に
急
遽
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

尚
、今
後
の
役
員
研
修
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

決
定
次
第【
白
寿
】に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
了
承

下
さ
い
。　

町
民
の
皆
様
に
は
、
連
日
弘
前
保
健
所
管
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
二
次
・
三

次
感
染
、
市
中
感
染
な
ど
更
な
る
感
染
拡
大
の
可
能
性
に
、
不
安

を
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り

が
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
い
た
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
で
、感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
「
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
の
励
行
・
三
つ
の
密
を
避

け
る
」
な
ど
、
基
本
的
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
と
生
活
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
様
々

な
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
し
た
方
な
ど
に
対
す
る
誹
誘
中
傷
や
心
な
い
批
判

や
差
別
的
な
対
応
は
、
当
事
者
を
深
く
傷
つ
け
る
ば
か
り
か
、
本

来
検
査
を
必
要
と
す
る
方
が
医
療
機
関
な
ど
へ
の
受
診
や
相
談
を

た
め
ら
い
、
結
果
と
し
て
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
ご
自
身
や
ご
家
族
、
大
切

な
人
の
命
、
そ
し
て
社
会
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
し
た
方
な
ど
へ
の
誤

　

藤
崎
・
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
（
会
議
・
各
種
教
室
）

に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

◆
感
染
予
防
対
策
と
し
て

①
当
施
設
利
用
の
際
は
、
利
用
者
全
員
の
氏
名
・
連
絡
先
な
ど
を

　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
別
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

②
代
表
者
は
、
利
用
者
全
員
の
体
調
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

　

利
用
当
日
【
発
熱
、
せ
き
、
咽
頭
痛
】
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

　

は
、
利
用
を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
カ
メ
ラ
型
検
温
器
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
確
認
下
さ
い
）

○
館
内
で
は
、【
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
】
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
（
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
準
備
し
て
い
ま
す
）

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
追
跡
調
査
が
必

　
　

要
と
な
り
、
行
政
な
ど
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
関
係
書
類

　
　

を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　
　

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
を
本
日
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

◆
三
密
を
避
け
る
た
め
に

①
利
用
者
間
の
十
分
な
距
離
を
確
保
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
（
※
相
手
と
の
距
離
は
２
ｍ
、
最
低
で
も
１
ｍ
）

②
窓
を
開
放
し
、
十
分
な
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
後
は
速
や
か
に
退
所

4

4

4

4

4

4

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
「
ま
さ
か
?
」
と
思
い
な
が

ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
っ
た
。
山
頂
ま

で
は
10
分
、
途
中
ま
で
は
自
然
の
織
り

な
す
見
事
な
紅
葉
に
目
を
見
張
り
楽
し

ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
山
頂
駅
が
近
く

な
る
と
強
風
で
「
み
ぞ
れ
」
マ
イ
ナ
ス

２
度
で
冷
蔵
庫
の
寒
さ
だ
。
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
、
直
ぐ
次
の

便
で
初
冠
雪
の
山
頂
駅
を
後
に
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
窓
は

真
っ
白
で
視
界
不
良
。
景
色
の
説
明
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
無
情
に
も

流
れ
て
い
た
。「
こ
れ
も
良
い
思
い
出
」
と
誰
か
が
つ
ぶ
や
い
て

い
た
。ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
降
り
る
と
、気
温
が
６
度
で
小
雨
と
な
っ

て
い
た
。
結
局
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
の
記
念
写
真
は
残
念
だ
が
撮
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

花
禅
の
庄
に
11
時
30
分
頃
着
い
て
正
午
か

ら
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
接
客
の
人
は
マ
ス
ク

の
中
に
笑
顔
の
お
も
て
な
し
で
あ
っ
た
。
料

理
も
良
く
、
温
泉
の
温
度
も
丁
度
良
く
あ
ず

ま
し
く
、
入
浴
を
楽
し
ん
だ
。

帰
り
は
道
の
駅
「
い
な
か
だ
て
産
直
セ
ン

タ
ー
」
で
、
家
族
や
自
分
の
た
め

の
買
い
物
を
し
、
無
事
、
午
後
３

時
20
分
常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
着
い
た
。

バ
ス
を
降
り
る
頃
に
は
、
久
し

ぶ
り
に
皆
さ
ん
顔
を
合
わ
せ
た
旅

行
で
元
気
・
元
気
に
な
れ
た
。

◇
…
…
お 

知 

ら 

せ
…
…

前
会
長
小
山
内 

昇
氏
が
逝
去
さ

れ
し
ば
ら
く
会
長
が
空
席
で
し
た

が
、
こ
の
度
、
新
会
長
に
三
上 

一

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
等
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
冷
静

な
行
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

令
和
2
年
10
月
21
日

な
が
ら
、
感
想
や
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
、
散
会
と
な
り
ま

し
た
、。

10
月
22
日
㈭
に
予
定
し
て

い
た
〝
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〟

は
、
弘
前
市
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
、
感
染
防
止
の
た
め
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。

ち
な
み
に
今
回
初
め
て
男

性
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
性
部
で
は
９
月
19
日
㈯
、「
健
康
は
笑
い
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
、
町
内
在
住
の
〝
万
国
ホ
ラ
吹
き
大
会 

仙
人
〟
清
水
稼
志
男

氏
と
工
藤
書
店
（
曲
新
田
）
店
主
工
藤 

茂
氏
、
お
二
方
を
講
師

に
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

清
水
氏
は
大
鰐
町
に
ま
つ
わ
る
ホ

ラ
話
や
津
軽
の
昔
話
な
ど
を
淡
々
と

語
り
、
そ
れ
で
い
て
笑
い
を
大
爆
笑

へ
誘
い
拍
手
喝
采
で
終
わ
り
ま
し
た
。

工
藤
氏
は
昔
懐
か
し
い
〝
紙
芝
居
〟

で
す
。
始
ま
る
前
、
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
、
18
名
の
参
加
者
は
一
気
に
若

か
り
し
頃
に
懐
か
し
さ
と
工
藤
氏
の

紙
芝
居
と
共
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〝
笑
い
〟
を
楽
し
ん
だ
後
、
講
師
の
方
々
を
囲
み
昼
食
を
頂
き

11　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 日

2 月
役員会 10:00
芸能部 12:00

3 火 文化の日
4 水 茶道部 13:00
5 木 囲碁・将棋部 12:30
6 金
７ 土
8 日

9 月
生け花部 10:30
ふじ健大ＯＢ会 13:00

10 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

11 水
12 木 囲碁・将棋部 12:30
13 金
14 土
15 日
16 月 芸能部 12:00

17 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

18 水

19 木
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

20 金
21 土
22 日
23 月 勤労感謝の日

24 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

25 水
26 木 囲碁・将棋部 12:30
27 金
28 土
29 日

30 月
芸能部 12:00
【白寿】配布日 17時以降

　
　
　
ホ
ラ
話
と
紙
芝
居
で
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
部  

健
康
教
室

老
連
役
員
研
修
会 

延
期
の
お
知
ら
せ

　  

◇
　
単
位
ク
ラ
ブ
便
り
　
◇

　
　
令
和
２
年
10
月
15
日　

秋
の
研
修
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
盤
養
命
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
　

  　

  　

藤
　
崎
　
町　
　

  

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て　

　
　
　

藤
崎
・
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
―
か
ら
の
お
願
い

常盤養命会 秋の研修旅行　（花禅の庄）

笑いを楽しむ参加者

講師を囲んで



（2） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿第 182 号 令和２年 11月 1日㈰発行

　

難
し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

【
白
寿
】
の
原
稿
を
書
く
と
、
私
は
途
中
や
書
き
上
げ
た
時
に

家
内
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
。
何
故
か
と
い
う
と
自
分
本
位

に
な
っ
た
り
、【
白
寿
】
読
者
の
皆
様
に
違
和
感
を
与
え
か
ね
な

い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

先
般
の
A
L
S
（
筋き

ん

萎い
し
ゅ
く縮

性
側そ

く
さ
く索

硬
化
症
）
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
指
定

難
病
の
三
三
三
種
の
一
つ
と
し
て
以
前

よ
り
何
か
し
ら
コ
メ
ン
ト
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
様
に
医
師
が
患
者
を
死
に
至

ら
し
め
る
行
為
に
及
ぶ
と
難
し
い
扱
い

と
な
り
、
方
向
を
間
違
う
と
【
白
寿
】
に
そ
ぐ
わ
な
い
事
に
な
る
。

完
治
の
難
し
く
治
療
の
決
め
手
が
無
い
場
合
は
特
に
そ
う
か
も
し

れ
な
い
。
内
容
等
を
選
択
し
な
い
と
独
り
よ
が
り
に
な
る
恐
し
さ

が
あ
る
。

一
方
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
疾
患
の
方
で
あ
る
が
、
初
期
の
頃
よ
り
そ
の
実
態
が
鮮
明

に
な
り
、
そ
の
時
の
気
持
ち
や
デ
ー
タ
だ
け
で
文
章
を
書
く
と
、

次
の
日
や
次
の
週
に
は
違
う
病
態
を
見
せ
た
り
、
時
に
は
新
ワ
ク

チ
ン
が
出
て
き
た
り
す
る
の
で
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
文
の
書
き

よ
う
の
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

一
年
ほ
ど
後
に
、
あ
る
程
度
の
結
論
が
出
て
い
た
り
た
り
す
る

と
、
何
だ
そ
う
言
う
事
か
と
な
り
そ
う
な
疾
患
で
あ
る
。
ま
た
、

ま
だ
途
中
過
程
で
あ
る
と
い
う
事
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
よ
り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
わ
が
妻
で
恐
縮
で

あ
る
が
、
一
目
文
章
を
読
ん
で
も
ら
い
、
第
三
者
的
立
場
を
必
要

と
す
る
こ
と
に
な
る
。

私
達
の
【
水
木
流
】
は
、
東
京
水
木
会
の
枝
葉
に
当
た
り
ま
す
。

流
派
の
特
徴
は
、
歌
舞
伎
か
ら
踊
り
の
部
分
が
独
立
し
た
関
係
か

ら
、
ヤ
ク
ザ
踊
り
は
行
わ
な
い
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
春
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
老
連
の
事
業
を
始
め
単
位
ク
ラ
ブ
・
専
門
部
す
べ
て
国
を
あ

げ
て
の
自
粛
・
中
止
と
な
り
、
こ
こ
2
カ
月
間
は
生
活
が
一
変
し
、

人
生
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
無
い
生
活
で
し
た
。

よ
う
や
く
五
月
末
に
活
動

の
許
可
が
出
ま
し
た
の
で
、

3
密
を
守
り
な
が
ら
の
練

習
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
体
調
不
良
で
休
む
方
や

脱
退
す
る
人
も
あ
り
、
現

在
は
少
人
数
で
の
練
習
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
終
息
状
況
は

先
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

来
た
る
施
設
慰
問
や
舞
台
発

表
を
考
え
て
の
練
習
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

今
年
は
町
民
運
動
会
も
な

く
、
藤
崎
音
頭
も
踊
る
機
会

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
た
る

年
に
備
え
て
日
舞
練
習
場
所

の
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
足
を
運
ん
で
頂
き
、
一
緒

に
踊
り
秋
祭
り
で
役
場
前
の

広
場
を
埋
め
尽
く
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　

舞
踊
は
足
腰
の
衰
え
を
防

止
し
、
長
寿
に
つ
な
が
り
ま

す
。
是
非
見
学
に
お
い
で
下

さ
い
。

◆
主
な
舞
踊
の
流
派

藤
崎
町
老
連
の
専
門
部
で

は
、
現
在
【
日
本
舞
踊
部
】
が
水
木
流
、【
芸
能
部
】
で
は
西
川

流
の
踊
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
木
流
】
日
本
舞
踊
の
流
派
の
一
つ
。
初
代
は
、
元
禄
期
の

名
女
形
で
所
作
事
の
祖
と
い
わ
れ
る
、
水
木
辰
之
助
の
門
弟
粂く

め

が
、

辰
之
助
ら
を
流
祖
と
し
て
一
流
を
創
め
た
も
の
と
い
う
。
代
々
女

性
を
以
て
家
元
を
継
い
だ
。

現
在
は
、
東
京
水
木
会
と
栗
島
流
水
木
会
に
分
か
れ
た
が
、
東

京
水
木
会
は
一
年
お
き
に
国
立
劇
場
で
公
演
し
、
全
国
各
地
に
支

部
が
置
か
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
は
名
取
会
員
数
一
千
百
名
を
超

え
る
大
き
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

【
西
川
流
】
日
本
舞
踊
の
流
派
の
一
つ
。
初
代
は
西
川
仙
蔵
。

こ
の
中
か
ら
花
柳
流
・
扇
流
な
ど
を
分
派
し
た
。

正
派
（
江
戸
）
と
名
古
屋
派
（
西
川
鯉
三
郎
が
祖
）
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
辞
苑
等
よ
り
引
用
）

昭
和
57
年
11
月
12
日
、
菊
の

料
理
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
時
の
メ
ニ
ュ
ー
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

孫
さ
ん
と
一
緒
に
お
楽
し
み

下
さ
い
。　

 

◇
◇
　
短
　
歌
　
◇
◇藤

村
み
ち
女

渋
皮
を
剥
き
し
夫
婦
の
会
話
ま
で

　
　

き
こ
え
て
く
る
よ
子
の
栗
ご
飯

笹
森　

一
郎

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん
付
け
呼
ば
れ
い
と
嬉
し

　
　

今
日
は
佳
き
日
の
敬
老
の
日
に

福
井　

伝
馬

三
病
と
長
く
付
き
合
ひ
目
慣
れ
た
る

　
　

採
血
室
の
陽
だ
ま
り
に
居
る

清
水
稼
志
男

「
落
雪
に
注
意
」
の
張
り
紙
と
ら
ぬ
ま
ゝ

　
　

売
り
出
す
空
家
が
三み

年と
せ

も
経た

ち
て

先
輩
に
学
ぶ　

㈤　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　

第
一
号 

昭
和  

57  

年
度　
　

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

104

藤
崎
町
老
連
　
専
門
部
の
紹
介
　
㈡

　
　
【
日
本
舞
踊
部
】

織組

 

代
表
者

 

佐
藤　

緑

 

連
絡
先

中
野
目
早
稲
田
東
31
―
2　
　

℡
七
五
―
四
二
五
八

 

会
員
数

５
名

活
動
日

火
曜
日 

12
時
～
15
時　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
会
費

壱
千
円

等動活 　

練　

習

　

見　

学

毎
週
火
曜
日
正
午
か
ら
、
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い

選
曲
は
部
の
方
で
準
備
し
て
ま
す
。

　

入　

部

代
表
者
ま
た
は
西
豊
田
温
泉
へ
電
話
で
連
絡
。

　

施
設
慰
問

芸
能
部
・
日
本
舞
踊
部
・
レ
ク
ダ
ン
ス
部
で
実
施

あ
か
ね
荘
（
五
所
川
原
市
前
田
野
目
）・
鶴
住
荘
（
板
柳
町
）

ゆ
う
ゆ
う
荘
（
青
森
市
浪
岡
）

さ
ん
ふ
じ
（
柏
木
堰
）・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
（
水
木
）

　
　

令　

和　

元　

年　

度　

の　

実　

績

問慰設施
６
月
５
日

あ
か
ね
荘

五
所
川
原
市
前
田
野
目

午
前

６
月
13
日

鶴
住
荘

板
柳
町
鶴
住

午
後

６
月
27
日

さ
ん
ふ
じ

藤
崎
町
柏
木
堰

10
月
13
日

特
養
老
人
ホ
ー
ム

と
き
わ
（
桐
栄
会
）
藤
崎
町
水
木

10
月
29
日

ゆ
う
ゆ
う
荘

青
森
市
浪
岡

　
　

イ
ベ
ン
ト
や
発
表
会
等
へ
出
演

１

７
月
20
日

南
黒
文
化
協
会
発
表
会
（
青
森
市
浪
岡  

中
世
の
館
）

２

７
月
31
日

水
木
町
内
会
夏
祭
り
（
水
木
地
区
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

３

10
月
16
日

文
化
協
会
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
―
）

４

10
月
23
日

ら
く
ら
く
教
室
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

５

11
月
18
日

秋
ま
つ
り
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

６

12
月
22
日

中
南
郡
老
連
芸
能
発
表
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

７

３
月
８
日

町
文
化
協
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

佐藤　綠　部長村上　恵さん　　　　　　　　　中村　悦子さん  　　　三原　佳子さん

　
　
　

詩

表
町　

藤
本　

ち
ゑ　

春
は
ら
ん
ま
ん
の

　
　
　

花
に
若
き
日
思
ひ

夏
は
う
ら
ぼ
ん
の

　
　
　

香
煙
に
亡
き
人
を
偲
ぶ

秋
は
満
月
に

　
　
　

孫
の
面
影
を
う
か
べ

冬
は
雪
の
冷
た
さ
に

　
　
　

世
の
無
常
を
感
ず

生
を
あ
き
ら
め
む
る
に
あ
ら
ね
ど

夕
べ
に
心
身
の
安
ら
ぎ
を
謝
す

　
　
　

わ　

く　

ら　

ば
木
挽
町
　
福
士
　
清　

　
　身

柄
ぬ
け
ゆ
く
年
の
翳
背
負
ひ
け
り

賀
状
来
ぬ
歳
月
淀
瀬
の
ご
と
さ
か
る

日
脚
伸
ぶ
ベ
ッ
ド
の
壁
の
古
造
花

休
養
時
看
と
り
の
椅
子
の
目
借
ど
き

　
　
　

Ｎ
君
全
快
の
日

雪
解
雨
別
辞
の
か
げ
の
母
小
さ
く

屋
根
に
雪
あ
ま
ね
く
残
り
模
糊
の
予
後

捨
煙
草
踏
み
つ
け
四
月
馬
鹿
の
雪

花
吹
雪
天
守
明
か
り
の
夜
空
冷
ゆ

り
ん
ご
咲
く
万
朶
万
朶
の
花
の
翳

白
日
夢
胸
に
り
ん
ご
の
花
明
り　
　

　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て　

出
湯
の
渦
は
し
り
瑠
璃
透
く
遠
刈
田

た
そ
が
る
る
菊
の
白
妙
冷
え
こ
め
る

木
枯
の
闇
路
曳
き
去
る
足
音
か
な

四
方
に
散
る
木
の
葉
と
ま
ど
ひ
さ
さ
ら
ぐ
夜

お
で
ん
鍋
今
日
あ
り
で
満
つ
暮
色
か
な

◎材料（六人分）
　菊　　　　５００ｇ
　塩　　小サジ　１杯
みりん　大サジ　１杯
酒　粕　大サジ　５杯
きゅうり　　　　２本

◎作り方
❖菊は花びらをはずし
　熱湯でサッとゆで、水
　にさらし、水気をきっ
　ておく。

❖きゅうりは板ずりにし
　て、斜めにうす切りに
　してから千切りにする。
　塩を少しふり、柔かく
　なったら、水洗いをし
　てしぼっておく。

❖酒粕に、塩、みりんを
　加えてのばし、菊ときゅ
　うりを入れ和える。

▪  

菊
の
酒
粕
和
え


